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第 22 号の拙論「PISA 型道徳授業の構想」（2）、及び『敬和学園大学研究紀



























































































































































































































　 b ） 　問題解決的な学習や体験的な学習
























































































　　 3 -A　大きな展望（big picture）の中で行動する能力
　　 3 -B  　ライフ・プランや個人的なプロジェクトを設計し、実行する
能力
　　 3 -C　権利、利害、限界、ニーズを主張する能力
























＜従来型の道徳授業＞                  ＜「二つの意見」を用いた道徳授業＞ 
 
 資料     ← 子どもの判断材料  資料（連続型テキスト） 
           ↓                                    ↓ 
 
 
  意見A、B 
  （C）（D）----- 
 
 
   判断の根拠となる「二つの意見」 
        （非連続型テキスト） 
  
（自分の価値観のみに基づく判断） 
           ↓ 












           ↓                              （A・B の理由をもとにした判断） 
      ↓               ※ 場合によっては、理由を明示しなくて
↓                 も、立場を示すだけで判断材料となる 
           ↓                                            ↓ 
 
 




      意見交流 
「二つの意見」をもとに、共通点と相違点
等の関係を探る      ↓ 
           ↓                                            ↓ 
    振り返り            子どもの最終判断 





































































































































































  　また、この「二つ」は賛成か反対かと A or Not A というものにと
どまらず、A か B かというものである。


















作るのかに関するワークショップを開催している。平成 27 年 11 月末まで
の段階で２回開催したが、そこで得られた知見を列挙しておく。
　 a ） 　「二つの意見」を考えることは、その授業のねらいに関わる中心的
な価値を考えることにつながる。
　 b ） 　「二つの意見」を考えることは、子どもたちに考えさせたい、議論
させたい道徳的な価値に直結している。
　 c ） 　したがって、中心となる発問と予想される子どもの反応をもとに、
授業全体を構想することにつながる。
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